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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　炭素数１～２０の（メタ）アクリル酸アルキルエステルがポリマーを構成するモノマー
成分全量に対して６０重量％以上であるアクリル系ポリマーと気泡と中空微小球状体を含
有し且つ界面活性剤を含有する粘弾性組成物であって、前記界面活性剤として、分子中に
オキシＣ2-3アルキレン基及びフッ素化炭化水素基を有する、重量平均分子量が５００以
上２００００未満のフッ素系界面活性剤と、分子中にオキシＣ2-3アルキレン基及びフッ
素化炭化水素基を有する、重量平均分子量が２００００～１０００００のフッ素系界面活
性剤を７～３０：１（重量比）の割合で併用することを特徴とする気泡含有粘弾性組成物
。
【請求項２】
　フッ素系界面活性剤の割合が粘弾性組成物中のベースポリマー１００重量部に対して０
．０１～５重量部（固形分）である請求項１に記載の気泡含有粘弾性組成物。
【請求項３】
　中空微小球状体の比重が０．１２～０．８ｇ／ｃｍ3である請求項１又は２に記載の気
泡含有粘弾性組成物。
【請求項４】
　中空微小球状体が中空ガラスバルーンである請求項１～３の何れか１項に記載の気泡含
有粘弾性組成物。
【請求項５】
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　中空微小球状体の含有量が５～５０体積％である請求項１～４の何れか１項に記載の気
泡含有粘弾性組成物。
【請求項６】
　気泡の含有量が５～５０体積％である請求項１～５の何れか１項に記載の気泡含有粘弾
性組成物。
【請求項７】
　活性エネルギー光線により硬化が可能である請求項１～６の何れか１項に記載の気泡含
有粘弾性組成物。
【請求項８】
　感圧性接着剤層として利用する請求項１～７の何れか１項に記載の気泡含有粘弾性組成
物。
【請求項９】
　基材として利用する請求項１～７の何れか１項に記載の気泡含有粘弾性組成物。
【請求項１０】
　感圧性接着剤層を有している感圧性接着テープ又はシートであって、感圧性接着剤層が
、請求項８記載の気泡含有粘弾性組成物により形成されている感圧性接着テープ又はシー
ト。
【請求項１１】
　基材の少なくとも一方の面に感圧性接着剤層を有している感圧性接着テープ又はシート
であって、基材が、請求項９記載の気泡含有粘弾性組成物により形成されている感圧性接
着テープ又はシート。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、中空微小球状体を有する気泡含有粘弾性組成物に関し、より詳細には、気泡
構造及び中空微小球状体を有する感圧性接着剤層や基材として利用可能な粘弾性組成物、
及び該粘弾性組成物を用いた感圧性接着テープ又はシートに関する。
【背景技術】
【０００２】
　感圧性接着テープ又はシートとして、中空微小球状体や気泡構造を有する感圧性接着剤
層を有する感圧性接着テープ又はシートは、曲面や凹凸面に対する接着の際に凝集強さ、
加工性、耐反発性が必要とされる用途などで、しばしば用いられる。このような感圧性接
着テープ又はシートとしては、感圧性接着剤層全体にガラスのミクロバブルを分散させた
もの（特許文献１参照）が提案されているが、ガラスのミクロバブルと感圧性接着剤層中
のポリマーの間の密着性が高いため、感圧性粘着剤テープの変形に対し応力分散性がなく
、凹凸面に対する追従性や接着強さに劣るものであった。このガラスのミクロバブルと感
圧性接着剤層中のポリマーとの密着性を低下させるためフッ素系界面活性剤又はシリコン
系界面活性剤を添加した感圧性粘着テープ（特許文献２参照）が提案されている。しかし
、単にフッ素系界面活性剤又はシリコン系界面活性剤を添加しただけでは充分な接着性が
得られない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特公昭５７－１７０３０号公報
【特許文献２】特開平７－４８５４９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明の目的は、凝集強さ、耐反発性、接着力に優れた、中空微小球体を有する気泡含
有粘弾性組成物を提供することである。本発明は又、該粘弾性組成物を粘着剤層や基材と
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して用いた、凝集強さ、耐反発性、加工性に優れた感圧性接着テープ又はシートを提供す
ることである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明者らは、前記目的を達成するために鋭意検討した結果、その分子中に特定の構造
を有する界面活性剤を用いることにより、中空微小球状体と感圧性粘着剤層中のポリマー
との間の密着性や摩擦が低下し、高い応力分散性が得られ、これにより粘弾性組成物の凝
集強さと凹凸面に対する良好な追従性とが同時に実現し、耐反発性、接着力に優れた感圧
制接着剤層を形成することが可能であることを見出し、本発明を完成した。
【０００６】
　すなわち、本発明は、炭素数１～２０の（メタ）アクリル酸アルキルエステルがポリマ
ーを構成するモノマー成分全量に対して６０重量％以上であるアクリル系ポリマーと気泡
と中空微小球状体を含有し且つ界面活性剤を含有する粘弾性組成物であって、前記界面活
性剤として、分子中にオキシＣ2-3アルキレン基及びフッ素化炭化水素基を有する、重量
平均分子量が５００以上２００００未満のフッ素系界面活性剤と、分子中にオキシＣ2-3

アルキレン基及びフッ素化炭化水素基を有する、重量平均分子量が２００００～１０００
００のフッ素系界面活性剤を７～３０：１（重量比）の割合で併用することを特徴とする
気泡含有粘弾性組成物である。
【０００７】
　前記フッ素系界面活性剤の割合としては、粘弾性組成物中のベースポリマー１００重量
部に対して０．０１～５重量部（固形分）であることが好ましい。
【０００８】
　本発明の気泡含有粘弾性組成物に用いられる中空微小球状体としては、比重が０．１２
～０．８ｇ／ｃｍ3であることが好ましく、中空ガラスバルーンが好適である。
【０００９】
　中空微小球状体の含有量としては、気泡含有粘弾性組成物により形成された気泡含有粘
弾性層の全体積に対して５～５０体積％であることが好ましい。
【００１１】
　本発明の気泡含有粘弾性組成物に混合される気泡の含有量としては、気泡含有粘弾性組
成物全体積に対して５～５０体積％であることが好ましい。
【００１２】
　本発明の気泡含有粘弾性組成物は、活性エネルギー光線により硬化が可能であることが
好ましい。
【００１３】
　本発明の気泡含有粘弾性組成物は、感圧性接着剤層や基材として利用可能である。
【００１４】
　本発明は、また、感圧性接着剤層を有している感圧性接着テープ又はシートであって、
感圧性接着剤層が、前記気泡含有粘弾性組成物により形成されていることを特徴とする感
圧性接着テープ又はシートである。
【００１５】
　本発明は、さらにまた、基材の少なくとも一方の面に感圧性接着剤層を有している感圧
性接着テープ又はシートであって、基材が、前記気泡含有粘弾性組成物により形成されて
いることを特徴とする感圧性接着テープ又はシートである。尚、本明細書には上記発明の
他に、気泡と中空微小球状体を含有し且つ界面活性剤を含有する粘弾性組成物であって、
前記界面活性剤が、分子中にオキシＣ2-3アルキレン基及びフッ素化炭化水素基を有する
フッ素系界面活性剤であることを特徴とする気泡含有粘弾性組成物についても記載する。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明の中空微小球体を有する気泡含有粘弾性組成物によれば、凝集強さと凹凸面に対
する追従性を同時に実現し、接着力が良好である感圧性接着テープ又はシートにおける感
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圧性接着剤層や基材を形成することが可能である。また、前記気泡含有粘弾性組成物を用
いて製造した感圧性接着テープ又はシートは、優れた加工性、凝集強さ、耐反発性を発揮
することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本発明の感圧性接着テープ又はシートの例を部分的に示す概略断面図である。
【図２】本発明の感圧性接着テープ又はシートの例を部分的に示す概略断面図である。
【図３】実施例に係わる耐反発性の評価方法における口開き試験を示す概略図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　（気泡含有粘弾性組成物）
　本発明の気泡含有粘弾性組成物は、気泡と中空微小球状体を含有し、且つ分子中にオキ
シＣ2-3アルキレン基及びフッ素化炭化水素基を有するフッ素系界面活性剤を含んでいる
。分子中に該構造を有するフッ素系界面活性剤を用いることにより中空微小球状体と粘弾
性組成物中のポリマーとの密着性が低下し、応力分散性が発現し、曲面や凹凸面に対する
追従性、接着性能が向上する。
【００１９】
　気泡含有粘弾性組成物に混合可能な気泡量としては接着特性等を損なわない範囲で適宜
選択できるが、気泡含有粘弾性組成物全体積に対して通常５～５０体積％（好ましくは１
０～４０体積％、更に好ましくは１２～３０体積％）である。気泡量が５体積％未満であ
ると、応力緩和性が得られにくく、耐反発性に劣ることが多い。また５０体積％を超える
とシートを貫通する気泡が形成し、接着性が劣ったり、気泡含有粘弾性組成物層が柔らか
くなりすぎ、せん断力が劣ることが多い。
【００２０】
　気泡含有粘弾性組成物中に混合される気泡は、基本的には、独立気泡タイプの気泡であ
ることが望ましいが、独立気泡タイプの気泡と連続気泡タイプの気泡とが混在していても
よい。
【００２１】
　また、このような気泡としては、通常、球状の形状を有しているが、いびつな形状の球
状を有していてもよい。前記気泡において、その平均気泡径（直径）としては、特に限定
されず、例えば、１～１０００μｍ（好ましくは１０～５００μｍ、さらに好ましくは３
０～３００μｍ）の範囲から選択することができる。
【００２２】
　なお、気泡に含まれる気体成分（気泡を形成するガス成分；「気泡形成ガス」と称する
場合がある）としては、特に限定されず、窒素、二酸化炭素、アルゴンなどの不活性ガス
の他、空気などの各種気体成分を用いることができる。気泡形成ガスとしては、気泡形成
ガスを混合した後に、重合反応等の反応を行う場合は、その反応を阻害しないものを用い
ることが重要である。気泡形成ガスとしては、反応を阻害しないことや、コスト的観点な
どから窒素が好適である。
【００２３】
　（中空微小球状体）
　本発明の気泡含有粘弾性組成物の構成成分の一つとして中空微小球状体を用いることに
より、例えば、気泡含有感圧接着剤組成物におけるせん断接着力を高めることができ、ま
た、加工性を向上させることができる。中空微小球状体は単独で、又は２種以上組み合わ
せて使用することができる。
【００２４】
　本発明に用いる中空微小球状体としては、中空の無機系微小球状体であってもよく、中
空の有機系微小球状体であってもよい。具体的には、中空微小球状体において中空の無機
系微小球状体としては、例えば、中空ガラスバルーン等のガラス製の中空バルーン；中空
アルミナバルーン等の金属化合物性の中空バルーン；中空セラミックバルーン等の磁器製
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中空バルーンなどが挙げられる。また、中空の有機系微小球状体としては、例えば中空ア
クリルバルーン、中空の塩化ビニリデンバルーン等の樹脂製の中空バルーンなどが挙げら
れる。
【００２５】
　中空微小球状体の粒径（平均粒子径）としては特に制限されないが、例えば１～５００
μｍ（好ましくは５～２００μｍ、さらに好ましくは１０～１００μｍ）の範囲から選択
することができる。
【００２６】
　中空微小球状体の比重としては、特に限定されないが、例えば、０．１～０．８ｇ／ｃ
ｍ3（好ましくは０．１２～０．５ｇ／ｃｍ3）の範囲から選択することができる。中空微
小球状体の比重が０．１ｇ／ｃｍ3よりも小さいと、中空微小球状体を気泡含有粘弾性組
成物中に配合して混合する際に、浮き上がりが大きくなり、均一に分散させること難しく
なり、一方、０．８ｇ／ｃｍ3よりも大きいと、高価になり、コストが高くなる。
【００２７】
　中空微小球状体の使用量としては、特に限定されず、例えば、気泡含有粘弾性組成物に
より形成された気泡含有粘弾性層の全体積に対して５～５０容積％（体積％）、好ましく
は１０～５０容積％、さらに好ましくは１５～４０容積％となるような範囲から選択する
ことができる。中空微小球状体の使用量が気泡含有粘弾性組成物により形成された気泡含
有粘弾性層全体積に対して５容積％未満となるような使用量であると、中空微小球状体を
添加した効果が低く、一方、５０容積％を超えるような使用量であると、例えば、気泡含
有粘弾性層が気泡含有感圧性接着剤層である場合、気泡含有感圧接着剤層による接着力が
低下する。
【００２８】
（フッ素系界面活性剤）
　フッ素系界面活性剤としては分子中にオキシＣ2-3アルキレン基及びフッ素化炭化水素
基を有するフッ素系界面活性剤が用いられる。オキシＣ2-3アルキレン基は式：－Ｒ－Ｏ
－（Ｒは炭素数２又は３の直鎖状又は分岐鎖状のアルキレン基）で表される。分子中にオ
キシＣ2-3アルキレン基を有することにより、中空微小球体と気泡含有粘弾性層中のベー
スポリマーとの密着度や摩擦抵抗が低減され、応力分散性が発現する。そのため、本発明
の気泡含有粘弾性組成物を用いて感圧性接着剤層を形成した場合は、高い接着性が得られ
る。フッ素化炭化水素基を有することにより上記摩擦抵抗等の低減効果に加えて、気泡混
合性及び気泡安定性を高める効果も得られる。フッ素系界面活性剤はオキシＣ2-3アルキ
レン基及びフッ素化炭化水素基を有していれば特に限定されないが、ベースポリマーに対
する分散性の観点から非イオン型界面活性剤が好ましい。また、分子中にオキシエチレン
基（－ＣＨ2ＣＨ2Ｏ－）、オキシプロピレン基［－ＣＨ2ＣＨ（ＣＨ3）Ｏ－］等の何れか
１種を有していてもよく、２種以上を有していてもよい。なお、フッ素系界面活性剤は、
単独で、又は２種以上組み合わせて使用することができる。
【００２９】
　フッ素化炭化水素基としては、特に制限されないがパーフルオロ基が好適であり、該パ
ーフルオロ基は、１価であってもよく、２価以上の多価であっても良い。また、フッ素化
炭化水素基は二重結合や三重結合を有していても良く、直鎖でも枝分かれ構造や環式構造
を有していても良い。フッ素化炭化水素基の炭素数としては特に限定されず、１又は２以
上、好ましくは３～３０、さらに好ましくは４～２０である。これらのフッ素化炭化水素
基が界面活性剤分子中に１種又は２種以上導入されている。オキシＣ2-3アルキレン基と
しては、末端の酸素原子に水素原子が結合したアルコール、他の炭化水素基と結合したエ
ーテル、カルボニル基を介して他の炭化水素基と結合したエステル等、何れの形態でも良
い。また、環式エーテル類やラクトン類等、環状構造の一部に該構造を有する形態でもよ
い。
【００３０】
　フッ素系界面活性剤の構造としては特に制限されないが、例えば、オキシＣ2-3アルキ
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レン基を有する単量体及びフッ素化炭化水素基を有する単量体をモノマー成分として含む
共重合体を好適に用いることができる。このような共重合体としては、ブロック共重合体
、グラフト共重合体など、様々な構造が考えられるが、何れも好適に用いられる。
【００３１】
　ブロック共重合体（主鎖にオキシＣ2-3アルキレン基及びフッ素化炭化水素基を有する
共重合体）としては、例えば、ポリオキシエチレンパーフルオロアルキルエーテル、ポリ
オキシエチレンパーフルオロアルキレート、ポリオキシプロピレンパーフルオロアルキル
エーテル、ポリオキシイソプロピレンパーフルオロアルキルエーテル、ポリオキシエチレ
ンソルビタンパーフルオロアルキレート、ポリオキシエチレンポリオキシプロピレンブロ
ックコポリマーパーフルオロアルキレート、ポリオキシエチレングリコールパーフルオロ
アルキレート等である。
【００３２】
　グラフト共重合体（側鎖にオキシＣ2-3アルキレン基及びフッ素化炭化水素基を有する
共重合体）としては、モノマー成分として少なくとも、ポリオキシアルキレン基を有する
ビニル系化合物及びフッ素化炭化水素基を有するビニル系化合物を含む共重合体、特に、
アクリル系共重合体が好適に用いられる。ポリオキシアルキレン基を有するビニル系化合
物としては、例えば、ポリオキシエチレン（メタ）アクリレート、ポリオキシプロピレン
（メタ）アクリレート、ポリオキシエチレンポリオキシプロピレン（メタ）アクリレート
などのポリオキシアルキレン（メタ）アクリレートが挙げられる。フッ素化炭化水素基を
有するビニル系化合物としては、例えば、パーフルオロブチル（メタ）アクリレート、パ
ーフルオロイソブチル（メタ）アクリレート、パーフルオロペンチル（メタ）アクリレー
トなどのパーフルオロアルキル（メタ）アクリレート等、フッ素化炭化水素を含有する（
メタ）アクリル酸エステルが挙げられる。
【００３３】
　フッ素系界面活性剤は、分子中に上記構造の他に脂環式炭化水素基や芳香族炭化水素基
などの構造を有していてもよく、ベースポリマーへの分散性を阻害しない範囲内でカルボ
キシル基、スルホン酸基、シアノ基、アミド基、アミノ基等様々な官能基を有していても
よい。例えばフッ素系界面活性剤がビニル系共重合体である場合は、モノマー成分として
、ポリオキシアルキレン基を有するビニル系化合物及びフッ素化炭化水素基を有するビニ
ル系化合物と共重合可能なモノマー成分が用いられてもよい。このようなモノマーは単独
で又は２種以上組み合わせて使用することができる。
【００３４】
　上記共重合可能なモノマー成分としては、例えば、（メタ）アクリル酸ウンデシル、（
メタ）アクリル酸ドデシルなどの（メタ）アクリル酸Ｃ1-20アルキルエステル；シクロペ
ンチル（メタ）アクリレートなどの脂環式炭化水素基を有する（メタ）アクリル酸エステ
ル；フェニル（メタ）アクリレートなどの芳香族炭化水素基を有する（メタ）アクリル酸
エステルが好適に用いられる。その他、マレイン酸、クロトン酸等のカルボキシル基含有
単量体；ビニルスルホン酸ナトリウムなどのスルホン酸基含有単量体；スチレン、ビニル
トルエンなどの芳香族ビニル化合物；エチレン、ブタジエンなどのオレフィン又はジエン
類；ビニルアルキルエーテルなどのビニルエーテル類；アクリルアミド等のアミド基含有
単量体；（メタ）アクリロイルモルホリンなどのアミノ基含有単量体；（メタ）アクリル
酸メチルグリシジルなどのグリシジル基含有単量体；２－メタクリロイルオキシエチルイ
ソシアネートなどのイソシアネート基含有単量体などが挙げられる。さらにまた、ジペン
タエリスリトールヘキサ（メタ）アクリレート、ジビニルベンゼンなどの多官能性共重合
性単量体（多官能モノマー）が用いられてもよい。
【００３５】
　フッ素系界面活性剤の分子量は特に制限されないが、重量平均分子量が２００００未満
（例えば５００以上、２００００未満）であると粘弾性組成物中のベースポリマーと中空
微小球状体との間の密着性や摩擦抵抗を低減する効果が高い。さらに重量平均分子量２０
０００以上（例えば２００００～１０００００、好ましくは２２０００～８００００、さ
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らに好ましくは２４０００～６００００）のフッ素系界面活性剤を併用すると、気泡の混
合性や、混合された気泡の安定性が高まる。　
【００３６】
　オキシＣ2-3アルキレン基及びフッ素化炭化水素基を有し、且つ重量平均分子量２００
００未満のフッ素系界面活性剤の具体例としては、商品名「フタージェント２５１」（株
式会社ネオス製）、商品名「ＦＴＸ－２１８」（株式会社ネオス製）、商品名「メガファ
ックＦ－４７７」（大日本インキ化学工業株式会社製）、商品名「メガファックＦ－４７
０」（大日本インキ化学工業株式会社製）、商品名「サーフロンＳ－３８１」（セイケミ
カル株式会社製）、商品名「サーフロンＳ－３８３」（セイケミカル株式会社製）、商品
名「サーフロンＳ－３９３」（セイケミカル株式会社製）、商品名「サーフロンＫＨ－２
０」（セイケミカル株式会社製）、商品名「サーフロンＫＨ－４０」（セイケミカル株式
会社製）などが挙げられる。オキシＣ2-3アルキレン基及びフッ素化炭化水素基を有し、
且つ重量平均分子量２００００以上であるフッ素系界面活性剤の具体例としては、商品名
「エフトップＥＦ－３５２」（株式会社ジェムコ製）、商品名「エフトップＥＦ－８０１
」（株式会社ジェムコ製）、商品名「ユニダインＴＧ－６５６」（ダイキン工業株式会社
製）などが挙げられ、何れも本発明に好適に用いることができる。
【００３７】
　フッ素系界面活性剤の使用量（固形分）としては、特に制限されないが、例えば、気泡
含有粘弾性組成物のベースポリマーを形成するための全モノマー成分［特に（メタ）アク
リル酸アルキルエステルを単量体主成分とするアクリル系ポリマーを形成するための全モ
ノマー成分］１００重量部に対して０．０１～５重量部（好ましくは０．０２～３重量部
、さらに好ましくは０．０３重量部～１重量部）の範囲で選択することができる。０．０
１部未満であると接着性能に対する効果が得られず、５重量部を超えると、接着性能が低
下する。
【００３８】
　（ベースポリマー）
　気泡含有粘弾性組成物におけるベースポリマーとしては、特に限定されない。気泡含有
粘弾性組成物が気泡を含有する感圧性接着剤組成物（気泡含有感圧性接着剤組成物）であ
る場合、例えば、公知の感圧性接着剤（粘着剤）（例えば、アクリル系感圧性接着剤、ゴ
ム系感圧性接着剤、ビニルアルキルエーテル系感圧性接着剤、シリコーン系感圧性接着剤
、ポリエステル系感圧性接着剤、ポリアミド系感圧性接着剤、ウレタン系感圧性接着剤、
フッ素系感圧性接着剤、エポキシ系感圧性接着剤など）におけるベースポリマーから適宜
選択して用いることができる。すなわち、本発明の粘弾性組成物が用いられた気泡含有感
圧性接着剤組成物は、アクリル系感圧性接着剤、ゴム系感圧性接着剤、ビニルアルキルエ
ーテル系感圧性接着剤、シリコーン系感圧性接着剤、ポリエステル系感圧性接着剤、ポリ
アミド系感圧性接着剤、ウレタン系感圧性接着剤、フッ素系感圧性接着剤、エポキシ系感
圧性接着剤などの公知の感圧性接着剤が用いられた組成であってもよい。
【００３９】
　一方、気泡含有粘弾性組成物が気泡を含有する基材である場合、前記気泡含有感圧性接
着剤組成物におけるベースポリマーと同様のポリマーから適宜選択して用いることができ
る。
【００４０】
　ベースポリマーは、単独で又は２種以上組み合わせて使用することができる。ベースポ
リマーとしては公知のアクリル系感圧性接着剤におけるベースポリマーを好適に用いるこ
とができる。公知のアクリル系感圧性接着剤では、通常、ベースポリマーとして、アクリ
ル系ポリマー［特に（メタ）アクリル酸エステルを単量体成分とするアクリル系ポリマー
］を含有している。該アクリル系ポリマーにおいて、（メタ）アクリル酸アルキルエステ
ルを好適に用いることができる。前記アクリル系ポリマーにおける（メタ）アクリル酸ア
ルキルエステルとしては、例えば、（メタ）アクリル酸メチル、（メタ）アクリル酸エチ
ル、（メタ）アクリル酸プロピル、（メタ）アクリル酸イソプロピル、（メタ）アクリル
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酸ブチル、（メタ）アクリル酸イソブチル、（メタ）アクリル酸ｓ－ブチル、（メタ）ア
クリル酸ｔ－ブチル、（メタ）アクリル酸ペンチル、（メタ）アクリル酸イソペンチル、
（メタ）アクリル酸ヘキシル、（メタ）アクリル酸ヘプチル、（メタ）アクリル酸オクチ
ル、（メタ）アクリル酸２－エチルヘキシル、（メタ）アクリル酸イソオクチル、（メタ
）アクリル酸ノニル、（メタ）アクリル酸イソノニル、（メタ）アクリル酸デシル、（メ
タ）アクリル酸イソデシル、（メタ）アクリル酸ウンデシル、（メタ）アクリル酸ドデシ
ル、（メタ）アクリル酸トリデシル、（メタ）アクリル酸テトラデシル、（メタ）アクリ
ル酸ペンタデシル、（メタ）アクリル酸ヘキサデシル、（メタ）アクリル酸ヘプタデシル
、（メタ）アクリル酸オクタデシル、（メタ）アクリル酸ノナデシル、（メタ）アクリル
酸エイコシル、などの（メタ）アクリル酸Ｃ1-20アルキルエステル［好ましくは（メタ）
アクリル酸Ｃ2-14アルキルエステル、さらに好ましくは（メタ）アクリル酸Ｃ2-10アルキ
ルエステル］などが挙げられる。
【００４１】
　また、（メタ）アクリル酸アルキルエステル以外の（メタ）アクリル酸エステルとして
は、例えば、シクロペンチル（メタ）アクリレート、シクロヘキシル（メタ）アクリレー
ト、イソボロニル（メタ）アクリレート等の脂環式炭化水素基を有する（メタ）アクリル
酸エステルなどが挙げられる。
【００４２】
　なお、（メタ）アクリル酸エステルはアクリル系ポリマーの単量体主成分として用いら
れているので、（メタ）アクリル酸エステル［特に（メタ）アクリル酸アルキルエステル
］の割合は、例えば、アクリル系ポリマーを調整するためのモノマー成分全量に対して６
０重量％以上（好ましくは８０重量％以上）であることが重要である。
【００４３】
　前記アクリル系ポリマーでは、モノマー成分として、極性基含有単量体や多官能性単量
体などの各種共重合性単量体が用いられてもよい。モノマー成分として共重合性単量体を
用いることにより、例えば、被着体への接着力を向上させたり、接着剤（感圧性接着剤）
の凝集力を高めたりすることができる。共重合性単量体は単独で、又は２種以上組み合わ
せて使用することができる。
【００４４】
　前記極性基含有単量体としては、例えば、（メタ）アクリル酸、イタコン酸、マレイン
酸、フマル酸、クロトン酸、イソクロトン酸などのカルボキシル基含有単量体又はその無
水物（無水マレイン酸など）；（メタ）アクリル酸ヒドロキシエチル、（メタ）アクリル
酸ヒドロキシプロピル、（メタ）アクリル酸ヒドロキシブチル等の（メタ）アクリル酸ヒ
ドロキシアルキルなどの水酸基含有単量体；アクリルアミド、メタアクリルアミド、Ｎ，
Ｎ－ジメチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－メチロール（メタ）アクリルアミド、Ｎ－メ
トキシメチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－ブトキシメチル（メタ）アクリルアミドなど
のアミド基含有単量体；（メタ）アクリル酸アミノエチル、（メタ）アクリル酸ジメチル
アミノエチル、（メタ）アクリル酸ｔ－ブチルアミノエチル、などのアミノ基含有単量体
；（メタ）アクリル酸グリシジル、（メタ）アクリル酸メチルグリシジルなどのグリシジ
ル基含有単量体；アクリロニトリルやメタアクリロニトリルなどのシアノ基含有単量体；
Ｎ－ビニル－２－ピロリドン、（メタ）アクリロイルモルホリンの他、Ｎ－ビニルピリジ
ン、Ｎ－ビニルピペリドン、Ｎ－ビニルピリミジン、Ｎ－ビニルピペラジン、Ｎ－ビニル
ピロール、Ｎ－ビニルイミダゾール、Ｎ－ビニルオキサゾール等の複素環含有ビニル系単
量体などが挙げられる。極性基含有単量体としてはアクリル酸等のカルボキシル基含有単
量体又はその無水物が好適である。
【００４５】
　極性基含有単量体の使用量としては、アクリル系ポリマーを調整するためのモノマー成
分全量に対して３０重量％以下（例えば１～３０重量％）であり、好ましくは３～２０重
量％である。極性基含有単量体の使用量が３０重量％を超えると、例えば、アクリル系感
圧性接着剤の凝集力が高くなりすぎ、感圧接着性が低下するおそれがある。また、極性基
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含有単量体の使用量が少なすぎると（例えばアクリル系ポリマーを調整するためのモノマ
ー成分全量に対して１重量％未満であると）アクリル系感圧接着剤の凝集力が低下し、高
いせん断力が得られなくなる。
【００４６】
　前記多官能性単量体としては、例えば、ヘキサンジオール（メタ）アクリレート、（ポ
リ）エチレングリコールジ（メタ）アクリレート、（ポリ）プロピレングリコールジ（メ
タ）アクリレート、ネオペンチルグリコールジ（メタ）アクリレート、ペンタエリスリト
ールジ（メタ）アクリレート、ペンタエリスリトールトリ（メタ）アクリレート、ジペン
タエリスリトールヘキサ（メタ）アクリレート、トリメチロールプロパントリ（メタ）ア
クリレート、テトラメチロールメタントリ（メタ）アクリレート、アリル（メタ）アクリ
レート、ビニル（メタ）アクリレート、ジビニルベンゼン、エポキシアクリレート、ポリ
エステルアクリレート、ウレタンアクリレート、ジブチル（メタ）アクリレート、ヘキシ
ジル（メタ）アクリレートなどが挙げられる。
【００４７】
　多官能性単量体の使用量としては、アクリル系ポリマーを調整するためのモノマー成分
全量に対して２重量％以下（例えば、０．０１～２重量％）であり、好ましくは０．０２
～１重量％である。多官能性単量体の使用量がアクリル系ポリマーを調整するためのモノ
マー成分全量に対して２重量％を超えると、例えばアクリル系感圧性接着剤の凝集力が高
くなりすぎ、感圧接着性が低下するおそれがある。また、多官能性単量体の使用量が少な
すぎると（例えばアクリル系ポリマーを調整を調整するためのモノマー成分全量に対して
０．０１重量％未満であると）、例えば、アクリル系感圧接着剤の凝集力が低下する。
【００４８】
　また、極性基含有単量体や多官能性単量体以外の共重合性単量体としては、例えば、酢
酸ビニル、プロピオン酸ビニルなどのビニルエステル類、スチレンビニルトルエンなどの
芳香族ビニル化合物、エチレン、ブタジエン、イソプレン、イソブチレンなどのオレフィ
ン又はジエン類；ビニルアルキルエーテルなどのビニルエーテル類；塩化ビニル、（メタ
）アクリル酸メトキシエチル、（メタ）アクリル酸エトキシエチルなどの（メタ）アクリ
ル酸アルコキシアルキル系モノマー；ビニルスルホン酸ナトリウムなどのスルホン酸基含
有単量体；２－ヒドロキシエチルアクリロイルフォスフェートなどのリン酸基含有単量体
；シクロヘキシルマレイミド、イソプロピルマレイミドなどのイミド基含有単量体；２－
メタクリロイルオキシエチルイソシアネートなどのイソシアネート基含有単量体；フッ素
原子含有（メタ）アクリレート、ケイ素原子含有（メタ）アクリレートなどが挙げられる
。
【００４９】
　（重合開始剤）
　本発明では、前記ベースポリマーとしてアクリル系ポリマーの調整に際して（すなわち
、気泡含有感圧性接着剤層や気泡含有基材等の気泡含有粘弾性組成物による層（「気泡含
有粘弾性層」と称する場合がある）の形成に際して、熱重合開始剤や光重合開始剤（光開
始剤）などの重合開始剤を用いた、熱や活性エネルギー光線による硬化反応を利用するこ
とができる。すなわち、気泡含有粘弾性組成物には熱重合開始剤や光重合開始剤などの重
合開始剤が含まれてもよい。従って、気泡含有粘弾性組成物は、熱やエネルギー光線によ
り硬化が可能である。このように重合開始剤（熱重合開始剤や光重合開始剤など）が含ま
れていると熱や活性エネルギー光線による硬化が可能となり、そのため、気泡が混合され
た状態で硬化させて気泡含有粘弾性組成物（気泡含有感圧性接着剤層や気泡含有基材など
）を形成させることにより、気泡が安定して含有された構造を有する気泡含有粘弾性層を
容易に形成することができる。
【００５０】
　このような重合開始剤としては、重合時間を短くすることができる利点などから、光重
合開始剤を好適に用いることができる。すなわち、活性エネルギー光線を用いた重合を利
用して、安定した気泡構造を有する気泡含有感圧性接着剤層を形成することが好ましい。
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なお、重合開始剤は、単独で又は２種以上組み合わせて使用することができる。
【００５１】
　前記重合開始剤としては、特に限定されず、例えば、ベンゾインエーテル系光重合開始
剤、アセトフェノン系光重合開始剤、α－ケトール系光重合開始剤、芳香族スルホニルク
ロリド系光重合開始剤、光活性オキシム系光重合開始剤、ベンゾイン系光重合開始剤、ベ
ンジル系光重合開始剤、ベンゾフェノン系光重合開始剤、ケタール系光重合開始剤、チオ
キサントン系光重合開始剤などを用いることができる。
【００５２】
　具体的には、ベンゾインエーテル系光重合開始剤としては、例えば、ベンゾインメチル
エーテル、ベンゾインエチルエーテル、ベンゾインプロピルエーテル、ベンゾインイソプ
ロピルエーテル、ベンゾインイソブチルエーテル、２，２－ジメトキシ－１，２－ジフェ
ニルエタン－１－オン、アニソールメチルエーテルなどが挙げられる。アセトフェノン系
光重合開始剤としては、例えば、２，２－ジエトキシアセトフェノン、２，２－ジメトキ
シ－２－フェニルアセトフェノン、１－ヒドロキシシクロヘキシルフェニルケトン、４－
フェノキシジクロロアセトフェノン、４－（ｔ－ブチル）ジクロロアセトフェノンなどが
挙げられる。α－ケトール系光重合開始剤としては、例えば、２－メチル－２－ヒドロキ
シプロピオフェノン、１－［４－（２－ヒドロキシエチル）フェニル］－２－メチルプロ
パン－１－オンなどが挙げられる。芳香族スルホニルクロリド系光重合開始剤としては、
例えば、２－ナフタレンスルホニルクロライドなどが挙げられる。光活性オキシム系光重
合開始剤としては、例えば、１－フェニル－１，１－プロパンジオン－２－（ｏ－エトキ
シカルボニル）－オキシムなどが挙げられる。
【００５３】
　また、ベンゾイン系光重合開始剤には、例えば、ベンゾインなどが含まれる。ベンジル
系光重合開始剤には、例えば、ベンジルなどが含まれる。ベンゾフェノン系光重合開始剤
は、例えば、ベンゾフェノン、ベンゾイル安息香酸、３、３′－ジメチル－４－メトキシ
ベンゾフェノン、ポリビニルベンゾフェノン、α－ヒドロキシシクロヘキシルフェニルケ
トンなどが含まれる。ケタール系光重合開始剤には、例えば、チオキサントン、２－クロ
ロチオキサントン、２－メチルチオキサントン、２，４－ジメチルチオキサントン、イソ
プロピルチオキサントン、２，４－ジイソプロピルチオキサントン、ドデシルチオキサン
トンなどが含まれる。
【００５４】
　光重合開始剤の使用量としては、特に限定されないが、例えば、気泡含有感圧性接着剤
組成物中のベースポリマーを形成するための全モノマー成分［特に（メタ）アクリル酸エ
ステルを単量体の主成分とするアクリル系ポリマーを形成するための全モノマー成分］１
００重量部に対して０．０１～５重量部（好ましくは０．０５～３重量部）の範囲から選
択することができる。
【００５５】
　光重合開始剤の活性化に際しては、活性エネルギー光線を気泡含有粘弾性組成物に照射
することが重要である。このような活性エネルギー光線としては、例えば、α線、β線、
γ線、中性子線、電子線などの電離性放射線や、紫外線などが挙げられ、特に紫外線が好
適である。また、活性エネルギー光線の照射エネルギーや、その照射時間などは特に限定
されず、光重合開始剤を活性させて、モノマー成分の反応を生じさせることができればよ
い。
【００５６】
　なお、前記熱重合開始剤としては、例えば、アゾ系重合開始剤［例えば、２，２′－ア
ゾビスイソブチロニトリル、２，２′－アゾビス－２－メチルブチロニトリル、２，２′
－アゾビス（２－メチルプロピオン酸）ジメチル、４，４′－アゾビス－４－シアノバレ
リアン酸、アゾビスイソバレロニトリル、２，２′－アゾビス（２－アミジノプロパン）
ジヒドロクロライド、２，２′－アゾビス［２－（５－メチル－２－イミダゾリン－２－
イル）プロパン］ジヒドロクロライド、２，２′－アゾビス（２－メチルプロピオンアミ
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ジン）二硫酸塩、２，２′－アゾビス（Ｎ，Ｎ′－ジメチレンイソブチルアミジン）ジヒ
ドロクロライドなど］、過酸化物系重合開始剤（例えば、ジベンゾイルペルオキシド、ｔ
－ブチルペルマレエートなど）、レドックス系重合開始剤などが挙げられる。熱重合開始
剤の使用量としては特に限定されず、従来、重合開始剤として利用可能な範囲であればよ
い。
【００５７】
　（他の成分）
　本発明の気泡含有粘弾性組成物には、前記成分（フッ素系界面活性剤、ベースポリマー
、中空微小球状体、重合開始剤など）の他に、気泡含有粘弾性組成物の用途に応じて、適
宜な添加剤が含まれていてもよい。例えば、気泡含有粘弾性組成物が、気泡含有感圧性接
着剤層である場合、気泡含有感圧性接着剤層を形成するための感圧性接着剤の種類に応じ
て、架橋剤（例えば、ポリイソシアネート系架橋剤、シリコーン系架橋剤、エポキシ系架
橋剤、アルキルエーテル化メラミン系架橋剤など）、粘着付与剤（例えば、ロジン誘導体
樹脂、ポリテルペン樹脂、石油樹脂、油溶性フェノール樹脂などからなる常温で固体、半
固体、あるいは液状のもの）、可塑剤、充填剤、老化防止剤、着色剤（顔料や染料など）
などの適宜な添加剤を含んでもよい。例えば、光重合開始剤を用いて気泡含有粘弾性層を
形成する場合、該気泡含有粘弾性層を着色するために、光重合を阻害されない程度の顔料
（着色顔料）を使用することができる。気泡含有粘弾性層の着色として黒色が望まれる場
合は、例えば、カーボンブラックを用いることができる。着色顔料としてのカーボンブラ
ックの使用量としては、着色度合いや、光重合反応を阻害しない観点から、例えば、気泡
含有粘弾性組成物中のベースポリマーを形成するための全モノマー［特に（メタ）アクリ
ル酸エステルを単量体とするアクリル系ポリマーを形成するための全モノマー成分］１０
０重量部に対して０．１５重量部以下（例えば０．００１～０．１５重量部）好ましくは
０．０２～０．１重量部の範囲から選択することが望ましい。
【００５８】
　本発明では、気泡含有粘弾性組成物中に気泡を安定的に混合して存在させるために、気
泡は気泡含有粘弾性組成物中に最後の成分として配合し混合させることが好ましく、特に
、気泡を混合する前の気泡含有粘弾性組成物（［気泡含有粘弾性前駆体」と称する場合が
ある；例えば、気泡含有粘弾性組成物が気泡含有感圧性接着剤組成物である場合、感圧性
接着剤前駆体）の粘度を高くすることが好ましい。気泡含有粘弾性前駆体（感圧性接着剤
前駆体など）の粘度としては、混合された気泡を安定的に保持することが可能な粘度であ
れば特に限定されないが、例えば、粘度計としてＢＨ粘度計を用いて、ローター：Ｎｏ．
５ローター、回転数：１０ｒｐｍ、測定温度：３０℃の条件で測定された粘度としては、
５～５０Ｐａ・ｓ（好ましくは１０～４０Ｐａ・ｓ）であることが望ましい。気泡含有粘
弾性前駆体の粘度（ＢＨ粘度計、Ｎｏ．５ローター、１０ｒｐｍ、３０℃）が、５Ｐａ・
ｓ未満であると、粘度が低すぎて、混合した気泡がすぐに合一して系外に抜けてしまう場
合があり、一方、５０Ｐａ・ｓを超えていると、気泡含有粘弾性層を形成する際に粘度が
高すぎて困難となる。
【００５９】
　なお、気泡含有粘弾性前駆体の粘度は、例えば、アクリルゴム、増粘性添加剤などの各
種ポリマー成分を配合する方法、ベースポリマーを形成するためのモノマー成分［例えば
、アクリル系ポリマーを形成させるための（メタ）アクリル酸エステルなどのモノマー成
分など］を一部重合させる方法などにより、調整することができる。具体的には、例えば
、ベースポリマーを形成するためのモノマー成分［例えば、アクリル系ポリマーを形成さ
せるための（メタ）アクリル酸エステルなどのモノマー成分など］と、重合開始剤（例え
ば、光重合開始剤など）とを混合してモノマー混合物を調整し、該モノマー混合物に対し
て重合開始剤の種類に応じた重合反応を行って、一部のモノマー成分のみが重合した組成
物（シロップ）を調製した後、該シロップにフッ素系界面活性剤と中空微小球状体と、必
要に応じて各種添加剤とを配合して、気泡を安定的に含有することが可能な適度な粘度を
有する気泡含有粘弾性前駆体を調製することができる。そして、この気泡含有粘弾性前駆



(12) JP 4757344 B2 2011.8.24

10

20

30

40

50

体に、気泡を導入して混合させることにより、気泡を安定的に含有している気泡含有粘弾
性組成物を得ることができる。なお、前記シロップの調製に際しては、モノマー混合中に
、予め、フッ素系界面活性剤や、中空微小球状体が適宜配合されてもよい。
【００６０】
　気泡を混合する方法としては特に限定されず、公知の気泡混合方法を利用することがで
きる。例えば、装置の例としては、中央部に貫通孔を持った円盤上に、細かい歯が多数つ
いたステータと、歯のついているステータとを対向しており、円盤上にステータと同様の
細かい歯がついているロータとを備えた装置などが挙げられる。この装置におけるステー
タ上の歯とロータ上の歯との間に気泡含有粘弾性前駆体を導入し、ロータを高速回転させ
ながら、貫通孔を通して気泡を形成させるためのガス成分（気泡形成ガス）を気泡含有粘
弾性前駆体中に導入させることにより、気泡形成ガスが気泡含有粘弾性前駆体中に細かく
分散され混合された気泡含有粘弾性組成物を得ることができる。
【００６１】
　なお、気泡の合一を抑制又は防止するためには、気泡の混合から、気泡含有粘弾性層の
形成までの行程を一連の工程として連続的に行うことが好ましい。すなわち、前述のよう
にして気泡を混合させて気泡含有粘弾性組成物を調製した後、続いて、該気泡含有粘弾性
組成物を用いて、公知の感圧性接着剤層の形成方法を利用して気泡含有粘弾性層を形成す
ることが好ましい。
【００６２】
　（感圧性接着テープ又はシート）
　本発明の感圧性接着テープ又はシートは、前記気泡含有粘弾性組成物により形成された
気泡含有感圧性接着剤層および／又は気泡含有基材を有している。このような感圧性接着
テープ又はシートとしては、両面が接着面（粘着面）となっている両面感圧性接着テープ
又はシートの形態を有していてもよく、片面のみが接着面となっている感圧性接着テープ
又はシートの形態を有していてもよい。具体的には感圧性接着テープ又はシートとしては
、気泡含有粘弾性組成物により形成された気泡含有粘弾性層が気泡含有感圧性接着剤層で
ある場合、例えば、図１（ａ）又は（ｂ）で示されるように、（１）基材の少なくとも一
方の面に気泡含有接着剤層が形成され且つ基材の両面側に粘着面が形成された構成の気泡
含有感圧性接着剤層を有する基材付き両面感圧性接着テープ又はシート（気泡含有感圧性
接着剤層を有する基材付き両面粘着テープ又はシート）、図１（ｃ）で示されるように、
（２）基材の一方の面に気泡含有感圧性接着剤層が形成された構成の気泡含有感圧性接着
剤層を有する基材付き感圧性接着テープ又はシート（気泡含有感圧性接着剤層を有する基
材付き片面粘着テープ又はシート）、図１（ｄ）で示されるように、（３）気泡含有感圧
性接着剤層のみから形成された構成の気泡含有感圧性接着剤層を有する基材レス両面感圧
性接着テープ又はシート（気泡含有感圧性接着剤層を有する基材レス両面感圧性接着テー
プ又はシート）などが挙げられる。
【００６３】
　図１は本発明の感圧性接着テープ又はシートの例を部分的に示す概略断面図である。図
１において、１、１１、１２、１３は、それぞれ、気泡含有感圧性接着剤層を有する感圧
性接着テープ又はシート、２は気泡含有感圧性接着剤層、３は基材（気泡非含有基材）、
４は感圧性接着剤層（気泡非含有感圧性接着剤層）である、図１（ａ）で示される気泡含
有感圧性接着剤層を有する感圧性接着テープ又はシートは、気泡非含有基材３の両面に気
泡含有感圧性接着剤層２が形成された構成を有している。図１（ｂ）で示される気泡含有
感圧性接着剤層を有する感圧性接着テープ又はシート１１は、気泡非含有基材３の一方の
面に気泡含有感圧性接着剤層２が形成され且つ他方の面に気泡非含有感圧性接着剤層４が
形成された構成を有している。図１（ｃ）で示される気泡含有感圧性接着剤層を有する感
圧性接着テープ又はシート１２は、気泡非含有基材３の片面に気泡含有感圧性接着剤層２
が形成された構成を有している。図１（ｄ）で示される気泡含有感圧性接着剤層を有する
感圧性接着テープ又はシート１３は、気泡含有感圧性接着剤層２のみにより形成された構
成を有している。
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【００６４】
　なお、気泡含有接着剤層を有する感圧性接着テープ又はシートが、図１（ａ）や（ｂ）
で示されるように、基材付き両面粘着テープ又はシートである場合、図１（ａ）で示され
るように、基材の両面に形成された感圧性接着剤層（粘着剤層）が気泡含有感圧性接着剤
層であってもよく、また、図１（ｂ）で示されるように、基材の一方の面に形成された感
圧性接着剤層が、気泡を含有していない感圧性接着剤層（「気泡非含有感圧性接着剤層」
と称する場合がある）であってもよい。また、図１（ａ）～（ｃ）で示されるように、（
１）気泡含有基材の少なくとも一方の面に感圧性接着剤層が形成され且つ基材の両側面に
粘着剤面が形成された構成の気泡含有基材を有する基材付き両面感圧性接着テープ又はシ
ート（気泡含有基材を有する基材付き両面粘着テープ又はシート）、図２（ｂ）で示され
るように、（２）気泡含有基材の一方の面に感圧性接着剤層が形成された構成の気泡含有
基材を有する基材付き感圧性接着テープ又はシート（気泡含有基材を有する基材付き片面
粘着テープ又はシート）などが挙げられる。
【００６５】
　図２は、本発明の感圧性接着テープ又はシートの例を部分的に示す概略断面図である。
図２において、１４、１５は、それぞれ、気泡含有基材を有する感圧性接着テープ又はシ
ート、５は気泡含有基材、６は感圧接着剤層である。図２（ａ）で示される気泡含有基材
を有する感圧性接着テープ又はシート１４は、気泡含有基材５の両面に感圧性接着剤層６
が形成された構成を有している。図２（ｂ）で示される気泡含有基材を有する感圧性接着
テープ又はシート１５は、気泡含有基材５の片面に感圧性接着剤層６が形成された構成を
有している。
【００６６】
　なお、図２（ａ）や（ｂ）で示される気泡含有基材を有する感圧性接着テープ又はシー
トにおいて、感圧性接着剤層は、気泡含有粘弾性組成物により形成された気泡含有感圧性
接着剤層であってもよく、気泡非含有感圧性接着剤層であってもよい。また、気泡含有基
材を有する基材付き両面粘着テープ又はシートにおいて、２つの感圧性接着剤層は、同一
の感圧性接着剤層であってもよく、異なる感圧性接着剤層であってもよい。すなわち、気
泡含有基材を有する基材付き両面粘着テープ又はシートは、両面側の感圧性接着剤層が、
気泡含有感圧性接着剤層である構成、一方の側の感圧性接着剤層が気泡含有感圧性接着剤
層であり、且つ、他方の側の感圧性接着剤層が気泡非含有感圧性接着剤層である構成、両
面側の感圧性接着剤層が気泡非含有感圧性接着剤層である構成のいずれかの構成を有して
いてもよい。
【００６７】
　また、感圧性接着テープ又はシートは、ロール状に巻回された形態で形成されていても
よく、シートが積層された形態で形成されていてもよい。すなわち、本発明の感圧性接着
テープ又はシートは、シート状、テープ状などの形態を有することができる。なお、感圧
性接着テープ又はシートがロール状に巻回された形態を有している場合、例えば、気泡含
有感圧性接着剤層などの感圧性接着剤層をセパレータや基材の背面側に形成された剥離処
理層により保護した状態でロール状に巻回することにより作製することができる。
【００６８】
　（気泡含有粘弾性層）
　気泡含有粘弾性組成物により形成された気泡含有粘弾性層（気泡含有感圧性接着剤層や
気泡含有基材）は、前述のように、気泡含有粘弾性組成物を用いて、公知の感圧性接着剤
層や気泡含有基材の形成方法を利用して形成することができる。例えば、気泡含有粘弾性
組成物を、所定の面上に塗布し、必要に応じて乾燥や硬化等を行うことにより、気泡含有
感圧性接着剤層や気泡含有基材等の気泡含有粘弾性層を形成することができる。なお、気
泡含有粘弾性層の形成に際しては、前述のように、加熱や活性エネルギー光線の照射によ
り、硬化させることが好ましい。すなわち、熱重合開始剤や光重合開始剤などの重合開始
剤を含有する気泡含有粘弾性組成物を用い、該気泡含有粘弾性組成物を、所定の面上に塗
布した後、加熱や、活性エネルギー光線の照射を行って、気泡を安定的に保持した状態で
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硬化させることにより、気泡含有感圧性接着剤層や気泡含有基材等の気泡含有粘弾性層を
好適に形成することができる。
【００６９】
　気泡含有粘弾性層（気泡含有粘弾性接着剤層や気泡含有基材）の厚みとしては、特に制
限されず、例えば、２００～５０００μｍ（好ましくは３００～４０００μｍ、さらに好
ましくは４００～３０００μｍ）の範囲から選択することができる。気泡含有粘弾性層の
厚みが２００μｍよりも小さいと、クッション性が低下して、曲面や凹凸面に対する接着
性が低下し、５０００μｍよりも大きいと、均一な厚みの層又はシートが得られにくくな
る。
【００７０】
　なお、気泡含有粘弾性層は、単層、複層のいずれの形態を有していてもよい。
【００７１】
　（基材）
　気泡含有感圧性接着剤層を有する感圧性接着テープ又はシートにおいて、基材が気泡非
含有基材である場合、基材としては、例えば、紙などの紙系基材；布、不職布、ネットな
どの繊維系基材；金属箔、金属板などの金属系基材；プラスチックのフィルムやシートな
どのプラスチック系基材；ゴムシートなどのゴム系基材；発泡シートなどの発泡体やこれ
らの積層体（特に、プラスチック系基材と他の基材との積層体や、プラスチックフィルム
（又はシート）同士の積層体など）等の適宜な薄葉体を用いることができる。このような
プラスチックのフィルムやシートにおける素材としては、例えば、ポリエチレン（ＰＥ）
、ポリプロピレン（ＰＰ）、エチレン－プロピレン共重合体、エチレン－酢酸ビニル共重
合体（ＥＶＡ）等のα－オレフィンをモノマー成分とするオレフィン系樹脂；ポリエチレ
ンテレフタラート（ＰＥＴ）、ポリエチレンナフタレート（ＰＥＮ）、ポリブチレンテレ
フタラート（ＰＢＴ）等のポリエステル系樹脂；ポリ塩化ビニル（ＰＶＣ）；酢酸ビニル
系樹脂；ポリフェニレンスルフィド（ＰＰＳ）；ポリアミド（ナイロン）、全芳香族ポリ
アミド（アラミド）等のアミド系樹脂；ポリイミド系樹脂；ポリエーテルエーテルケトン
（ＰＥＥＫ）などが挙げられる。これらの素材は単独で又は２種以上組み合わせて使用す
ることができる。
【００７２】
　なお、基材として、プラスチック系基材が用いられる場合は、延伸処理等により伸び率
などの変形性を制御してもよい。また、基材としては。気泡含有感圧性接着剤層が活性エ
ネルギー光線による硬化により形成される場合は、活性エネルギー光線の透過を阻害しな
いものを使用することが好ましい。
【００７３】
　基材の厚さは、強度や柔軟性、使用目的などに応じて適宜に選択でき、例えば、一般的
には１０００μｍ以下（例えば１～１０００μｍ）、好ましくは１～５００μｍ、さらに
好ましくは３～３００μｍ程度であるが、これらに限定されない。なお、基材は単層の形
態を有していてもよく、積層された形態を有していてもよい。
【００７４】
　基材の表面は、気泡含有感圧性接着剤層等との密着性を高めるため、慣用の表面処理、
例えば、コロナ処理、クロム酸処理、オゾン暴露、火炎暴露、高圧電撃暴露、イオン化放
射線処理等の化学的又は物理的方法による酸化処理等が施されていてもよく、下塗り剤や
剥離剤等によるコーティング処理等が施されていてもよい。
【００７５】
　（気泡非含有感圧性接着剤層）
　なお、気泡含有感圧性接着剤層及び／又は気泡含有基材を有する感圧性接着テープ又は
シートにおいて、感圧性接着剤層として気泡非含有感圧性接着剤層を有する場合（例えば
、気泡含有感圧性接着剤層を有する感圧性接着テープ又はシートが基材付き両面粘着テー
プ又はシートであり、基材の一方の面に気泡含有感圧性接着剤層が形成され、且つ基材の
他方の面に気泡非含有感圧性接着剤層が形成されている場合）、前記気泡非含有感圧性接
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着剤層は、公知の感圧性接着剤（例えば、アクリル系感圧性接着剤、ゴム系感圧性接着剤
、ビニルアルキルエーテル系感圧性接着剤、シリコーン系感圧性接着剤、ポリエステル系
感圧性接着剤、ポリアミド系感圧性接着剤、ウレタン系感圧性接着剤、フッ素系感圧性接
着剤、エポキシ系感圧性接着剤など）を用いて、公知の感圧性接着剤層の形成方法を利用
して形成することができる、また、気泡非含有感圧性接着剤層の厚みは、特に限定されず
、目的や使用方法などに応じて適宜選択することができる。
【００７６】
　（セパレータ）
　本発明では、気泡含有感圧性接着剤層や気泡非含有感圧性接着剤層等の感圧性接着剤層
の接着面（粘着面）を保護するために、セパレータ（剥離ライナー）が用いられていても
よい。すなわち、セパレーターは必ずしも設けられていなくてもよい。なお、セパレータ
は、該セパレータにより保護されている接着面を利用する際に（すなわち、セパレータに
より保護されている感圧性接着剤層に被着体を貼着する際に）はがされる。
【００７７】
　このようなセパレータとしては、慣用の剥離紙などを利用できる。具体的には、セパレ
ータとしては、例えば、剥離処理剤による剥離処理層を少なくとも一方の表面に有する基
材の他、フッ素系ポリマー（例えば、ポリテトラフルオロエチレン、ポリクロロトリフル
オロエチレン、ポリフッ化ビニル、ポリフッ化ビニリデン、テトラフルオロエチレン－ヘ
キサフルオロプロピレン共重合体、クロロフルオロエチレン－フッ化ビニリデン共重合体
等）からなる低接着性基材や、無極性ポリマー（例えば、ポリエチレン、ポリプロピレン
等のオレフィン系樹脂など）からなる低接着性基材などを用いることができる。なお、セ
パレータは、気泡含有感圧性接着剤層を支持するための基材として用いることも可能であ
る。
【００７８】
　セパレータとしては、例えば、剥離ライナー用基材の少なくとも一方の面に剥離処理層
が形成されているセパレーターを好適に用いることができる。このような剥離ライナー用
基材としては、ポリエステルフィルム（ポリエチレンテレフタレートフィルム等）、オレ
フィン系樹脂フィルム（ポリエチレンフィルム、ポリプロピレンフィルム等）、ポリ塩化
ビニルフィルム、ポリイミドフィルム、ポリアミドフィルム（ナイロンフィルム）、レー
ヨンフィルムなどのプラスチック系基材フィルム（合成樹脂フィルム）や紙類（上質紙、
和紙、クラフト紙、グラシン紙、合成紙、トップコート紙など）の他、これらを、ラミネ
ートや共押し出しなどにより、複層化したもの（２～３層の複合体）等が挙げられる。
【００７９】
　一方、剥離処理層を構成する剥離処理剤としては、特に制限されず、例えば、シリコー
ン系剥離処理剤、フッ素系剥離処理剤、長鎖アルキル系剥離処理剤などを用いることがで
きる。剥離処理剤は単独で又は２種以上組み合わせて使用することができる。
【００８０】
　なお、セパレータの厚さや、形成方法などは、特に制限されない。
【００８１】
　本発明の感圧性接着シート又はテープは、中空微小球状体と粘弾性組成物中のベースポ
リマーとの摩擦抵抗が少なく、高い応力分散性を有する感圧性接着剤層や気泡含有基材等
の気泡含有粘弾性層を有しているので、曲面や凹凸面に対して良好な接着性を発現するこ
とができ、また優れた耐反発性を発揮することできる。そのため、前記感圧性接着テープ
又はシートは、曲面や凹凸面に貼付する感圧性接着テープ又はシートや、耐反発性を必要
とする用途で利用される感圧性接着テープ又はシートとして好適に用いることができる。
【実施例】
【００８２】
　以下に、実施例に基づいて本発明をより詳細に説明するが、本発明はこれらの実施例に
より何ら限定されるものではない。
【００８３】
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　　（実施例１：参考例とする）
　モノマー成分として、２－エチルヘキシルアクリレート９０重量部及びアクリル酸１０
重量部が混合されたモノマー混合物に、光重合開始剤として、商品名「イルガキュアー６
５１」（チバ・スペシャリティー・ケミカル社製）０．０５重量部、商品名「イルガキュ
アー１８４」（チバ・スペシャリティー・ケミカル社製）０．０５重量部を配合した後、
粘度、（ＢＨ粘度計Ｎｏ．５ローター、１０ｒｐｍ、測定温度３０℃）が約１５Ｐａ・ｓ
になるまで紫外線を照射して、一部が重合した組成物（シロップ）を作製した。このシロ
ップに１，６－ヘキサンジオールジアクリレートを０．１重量部添加した。さらに、中空
ガラスバルーンとして、商品名「セルスターＺ－２７」（東海工業株式会社製）をシロッ
プの全体積に対して３０容積％の割合で添加した。さらに、フッ素系界面活性剤として、
商品名「サーフロンＳ－３９３」（セイケミカル株式会社製；側鎖にポリオキシエチレン
基及びフッ素化炭化水素基を有するアクリル系共重合体、ＭW＝８３００）１重量部添加
して、感圧性接着剤前駆体を作製した。なお、感圧性接着剤前駆体における中空ガラスバ
ルーンの体積は、該感圧性接着剤前駆体の全体積に対して約２３容積％となっている。前
記感圧性接着剤前駆体を、中央部に貫通孔をもった円盤上に、細かい歯が多数ついたステ
ータと、歯のついているステータとを対向しており、円盤上にステータと同様の細かい歯
がついているロータとを備えた装置を用いて窒素を導入し気泡を混合した。気泡の混合量
は吐出してきた液全体積に対して、約１５容積％となるように導入し、気泡混合感圧性接
着剤組成物を得た。
【００８４】
　該気泡混合感圧性接着剤組成物を径が１９ｍｍ、長さ約１．５ｍのチューブにてウェッ
トラミロールコーターへ導き、片面に剥離処理が施されているポリエチレンテレフタレー
ト製基材の剥離処理面の間に、前記気泡混合性感圧性接着剤を、乾燥及び硬化後の厚さが
１．０ｍｍとなるように塗布した。つまりポリエチレンテレフタレート製基材の間に気泡
混合感圧性接着剤を挟み込んでいる。ついで照度約５ｍＷ／ｃｍ2 の紫外線を両面から３
分間照射し、気泡混合感圧性接着剤を硬化させて、気泡混合感圧性接着剤による感圧性接
着剤を有する感圧性接着シートを作製した。
【００８５】
　（実施例２：参考例とする）
　フッ素系界面活性剤として商品名「サーフロンＳ－３９３」（セイケミカル株式会社製
；側鎖にポリオキシエチレン基及びフッ素化炭化水素基を有するアクリル系共重合体、Ｍ

W＝８３００）０．１重量部、商品名「ユニダインＴＧ６５６」（ダイキン工業株式会社
製；側鎖にポリオキシエチレンポリオキシプロピレン基及びフッ素化炭化水素基を有する
アクリル系共重合体、ＭW＝４６０００）０．１重量部添加した以外は実施例１と同様の
処方で感圧性接着シートを作製した。
【００８６】
　（実施例３）
　フッ素系界面活性剤として商品名「サーフロンＳ－３９３」（セイケミカル株式会社製
；側鎖にポリオキシエチレン基及びフッ素化炭化水素基を有するアクリル系共重合体、Ｍ

W＝８３００）０．７重量部、商品名「ユニダインＴＧ６５６」（ダイキン工業株式会社
製；側鎖にポリオキシエチレンポリオキシプロピレン基及びフッ素化炭化水素基を有する
アクリル系共重合体、ＭW＝４６０００）０．１重量部添加した以外は実施例１と同様の
処方で感圧性接着シートを作製した。
【００８７】
　（実施例４）
　フッ素系界面活性剤として商品名「サーフロンＳ－３９３」（セイケミカル株式会社製
；側鎖にポリオキシエチレン基及びフッ素化炭化水素基を有するアクリル系共重合体、Ｍ

W＝８３００）１．５重量部、商品名「ユニダインＴＧ６５６」（ダイキン工業株式会社
製；側鎖にポリオキシエチレンポリオキシプロピレン基及びフッ素化炭化水素基を有する
アクリル系共重合体、ＭW＝４６０００）０．１重量部添加した以外は実施例１と同様の



(17) JP 4757344 B2 2011.8.24

10

20

30

40

50

処方で感圧性接着シートを作製した。
【００８８】
　（実施例５）
　フッ素系界面活性剤として商品名「サーフロンＳ－３９３」（セイケミカル株式会社製
；側鎖にポリオキシエチレン基及びフッ素化炭化水素基を有するアクリル系共重合体、Ｍ

W＝８３００）３．０重量部、商品名「ユニダインＴＧ６５６」（ダイキン工業株式会社
製；側鎖にポリオキシエチレンポリオキシプロピレン基及びフッ素化炭化水素基を有する
アクリル系共重合体、ＭW＝４６０００）０．１重量部添加した以外は実施例１と同様の
処方で感圧性接着シートを作製した。
【００８９】
　（実施例６）
　フッ素系界面活性剤として商品名「サーフロンＳ－３９３」（セイケミカル株式会社製
；側鎖にポリオキシエチレン基及びフッ素化炭化水素基を有するアクリル系共重合体、Ｍ

W＝８３００）０．７重量部、商品名「ユニダインＴＧ６５６」（ダイキン工業株式会社
製；側鎖にポリオキシエチレンポリオキシプロピレン基及びフッ素化炭化水素基を有する
アクリル系共重合体、ＭW＝４６０００）０．１重量部添加し、中空ガラスバルーンとし
て商品名「セルスターＺ－２７」（東海工業株式会社製）をシロップ全体積に対して１０
容量％の割合で添加した以外は実施例１と同様の処方で感圧性接着シートを作製した。
【００９０】
　（実施例７）
　フッ素系界面活性剤として商品名「サーフロンＳ－３９３」（セイケミカル株式会社製
；側鎖にポリオキシエチレン基及びフッ素化炭化水素基を有するアクリル系共重合体、Ｍ

W＝８３００）０．７重量部、商品名「ユニダインＴＧ６５６」（ダイキン工業株式会社
製；側鎖にポリオキシエチレンポリオキシプロピレン基及びフッ素化炭化水素基を有する
アクリル系共重合体、ＭW＝４６０００）０．１重量部添加し、中空ガラスバルーンとし
て商品名「セルスターＺ－２７」（東海工業株式会社製）をシロップ全体積に対して２０
容量％の割合で添加した以外は実施例１と同様の処方で感圧性接着シートを作製した。
【００９１】
　（実施例８）
　フッ素系界面活性剤として商品名「サーフロンＳ－３９３」（セイケミカル株式会社製
；側鎖にポリオキシエチレン基及びフッ素化炭化水素基を有するアクリル系共重合体、Ｍ

W＝８３００）０．７重量部、商品名「ユニダインＴＧ６５６」（ダイキン工業株式会社
製；側鎖にポリオキシエチレンポリオキシプロピレン基及びフッ素化炭化水素基を有する
アクリル系共重合体、ＭW＝４６０００）０．１重量部添加し、中空ガラスバルーンとし
て商品名「セルスターＺ－２７」（東海工業株式会社製）をシロップ全体積に対して４０
容量％の割合で添加した以外は実施例１と同様の処方で感圧性接着シートを作製した。
【００９２】
　（実施例９）
　フッ素系界面活性剤として商品名「サーフロンＳ－３９３」（セイケミカル株式会社製
；側鎖にポリオキシエチレン基及びフッ素化炭化水素基を有するアクリル系共重合体、Ｍ

W＝８３００）０．７重量部、商品名「ユニダインＴＧ６５６」（ダイキン工業株式会社
製；側鎖にポリオキシエチレンポリオキシプロピレン基及びフッ素化炭化水素基を有する
アクリル系共重合体、ＭW＝４６０００）０．１重量部添加し、気泡の混合量は吐出して
きた液全体積に対して、約８容量％とした以外は実施例１と同様の処方で感圧性接着シー
トを作製した。
【００９３】
　（実施例１０）
　フッ素系界面活性剤として商品名「サーフロンＳ－３９３」（セイケミカル株式会社製
；側鎖にポリオキシエチレン基及びフッ素化炭化水素基を有するアクリル系共重合体、Ｍ

W＝８３００）０．７重量部、商品名「ユニダインＴＧ６５６」（ダイキン工業株式会社



(18) JP 4757344 B2 2011.8.24

10

20

30

40

50

製；側鎖にポリオキシエチレンポリオキシプロピレン基及びフッ素化炭化水素基を有する
アクリル系共重合体、ＭW＝４６０００）０．１重量部添加し、気泡の混合量は吐出して
きた液全体積に対して、約３５容量％とした以外は実施例１と同様の処方で感圧性接着シ
ートを作製した。
【００９４】
　（比較例１）
　商品名「サーフロンＳ－３９３」（セイケミカル株式会社製）の代わりに、商品名「サ
ーフロンＳＣ－１０１」（セイケミカル株式会社製；分子中にオキシＣ2-3アルキレン基
を含まないアクリル系共重合体、ＭW＝６０００）１．０重量部を添加した以外は実施例
１と同様の処方で感圧性接着シートを作製した。
【００９５】
　（比較例２）
　フッ素系界面活性剤を添加しなかった以外は実施例１と同様の処方で感圧性接着シート
を作製した。界面活性剤が添加されていないため、気泡の安定性が悪く気泡合一が起こり
、シートを貫通する穴が多く見られた。
【００９６】
　（比較例３）
　フッ素系界面活性剤として商品名「サーフロンＳ－３９３」（セイケミカル株式会社製
；側鎖にポリオキシエチレン基及びフッ素化炭化水素基を有するアクリル系共重合体、Ｍ

W＝８３００）０．７重量部、商品名「ユニダインＴＧ６５６」（ダイキン工業株式会社
製；側鎖にポリオキシエチレンポリオキシプロピレン基及びフッ素化炭化水素基を有する
アクリル系共重合体、ＭW＝４６０００）０．１重量部添加し、中空ガラスバルーンを添
加しなかった以外は実施例１と同様の処方で感圧性接着シートを作製した。
【００９７】
　（試験評価）
　実施例、比較例で得た感圧性接着シートについて以下の試験を行った。試験結果を表１
に示す。
【００９８】
　（接着力）
　得られた感圧性接着シートを幅２５ｍｍ、長さ１００ｍｍに切断した。得られたサンプ
ル片の片面のポリエチレンテレフタレート製剥離ライナーをはがし、そこに剥離処理を施
していない厚さ５０μｍのポリエチレンテレフタレート基材を貼り合わせた。粒度２８０
番の研磨紙で磨いだＳＵＳ板の表面をトルエンで拭き取り、そこにサンプルを重さ５ｋｇ
重のローラーを片道圧着してサンプルを貼り付けた。２３℃で３０分間放置後、２３℃６
５％ＲＨの雰囲気下で剥離に要する力を測定した（１８０度ピール、引張速度５０ｍｍ／
ｍｉｎ）。
【００９９】
　（せん断力）
　感圧性接着シートを２５ｍｍ×２５ｍｍの形に切り取った。ＳＵＳ板の表面を粒度２８
０番の研磨紙で磨いてトルエンで表面を拭き取った。切り取ったサンプルの片方の剥離ラ
イナーをはがし、その面をＳＵＳ板に、重さ５ｋｇ重のローラーを片道圧着してサンプル
を貼り付けた。ついで、もう一方の剥離ライナーをはがし、さらにＳＵＳ板を重さ５ｋｇ
のローラーを片道圧着してサンプルを貼り付け、試験片を得た。試験片を２３℃３０分間
放置後、２３℃、６５％ＲＨの雰囲気下でせん断方向に剥離するに要する力を測定した（
引張速度：５０ｍｍ／ｍｉｎ）。
【０１００】
　（口開き試験）
　サンプルの作製は以下のように行った。ジェラルミン板（１５ｍｍ×７５ｍｍ）に感圧
性接着シート（１０ｍｍ×５０ｍｍ）を５ｋｇローラーで片道圧着した。室温で２４時間
放置後、表面を粒度２８０番の研磨紙で磨き、トルエンで拭き取ったＳＵＳ板を５ｋｇロ
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片を作製した。試験片を２４時間室温に放置後、該サンプルの端を図３で示されるように
、強制的に１．５ｍｍ押し開き、温度４０±２℃に調整された恒温水槽中に１００時間放
置し、はがれの有無を確認した。はがれなかったものを『○』、はがれたものを『×』と
した。
【０１０１】
【表１】

【符号の説明】
【０１０２】
　１　　　気泡含有感圧性接着剤層を有する感圧性接着テープ又はシート
　１１　　気泡含有感圧性接着剤層を有する感圧性接着テープ又はシート
　１２　　気泡含有感圧性接着剤層を有する感圧性接着テープ又はシート
　１３　　気泡含有感圧性接着剤層を有する感圧性接着テープ又はシート
　１４　　気泡含有素材を有する感圧性接着テープ又はシート
　１５　　気泡含有素材を有する感圧性接着テープ又はシート
　２　　　気泡含有感圧性接着剤層
　３　　　基材（気泡非含有基材）
　４　　　感圧性接着剤層（気泡非含有感圧性接着剤層）
　５　　　気泡含有基材
　６　　　感圧接着剤層
　７ａ　　感圧性接着剤層
　７ｂ　　上面側の被着体（ジュラルミン板）
　７ｃ　　下面側の被着体（ＳＵＳ板）
　７ｄ　　スペーサー
　７ｅ　　ネジ穴
　７ｆ　　ネジ　　
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